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2 琵琶湖流域下水道事業の業務状況  

  

 

各市町から流入する汚水を処理すること等により、琵琶湖をはじめとする公共用水域の水質を保全し、県

民の快適な住環境等を実現することを目的として、次の４つの処理区において琵琶湖流域下水道事業を実施

しています。 

令和元年度からは、地方公営企業法の一部を適用し、公営企業として実施しています。 

処 理 区 浄化センター 供用開始 処理区域の存する市町 

湖南中部処理区 

湖南中部浄化センター 

水処理能力（日最大） 

294,500㎥／日  

昭和57 年 

4 月 

大津市、近江八幡市、草津市、守山市、 

栗東市、甲賀市、野洲市、湖南市、東

近江市、日野町、竜王町 

湖西処理区 

湖西浄化センター 

水処理能力（日最大） 

52,500㎥／日  

昭和59 年 

11 月 
大津市 

東北部処理区 

東北部浄化センター 

水処理能力（日最大） 

120,750㎥／日  

平成3 年 

4 月 

彦根市、長浜市、東近江市、米原市、

愛荘町、豊郷町、甲良町、多賀町 

高島処理区 

高島浄化センター 

水処理能力（日最大） 

16,400㎥／日  

平成9 年 

4 月 
高島市 

※水処理能力（日最大）は令和７年４月１日現在  

  

○事業の実施状況 

令和６年度下半期の処理水量（流入水量）は 73,696 千㎥で、前年度同期に比べ 1,062 千㎥、1.4％

の減少となりました。 

なお、令和６年度の各処理区の処理水量（流入水量）は、次のとおりです。 

（単位：千㎥）  

 湖南中部処理区 湖西処理区 東北部処理区 高島処理区 合計 

上半期分 50,916 8,488 19,751 2,638 81,793 

下半期分 45,137 7,251 18,804 2,504 73,696 

合計 96,053 15,739 38,555 5,142 155,489 

 

○建設事業の状況 

令和６年度下半期は、浄化センターにおける水処理施設の増設工事および改築更新工事、耐震補強工事、

流域幹線管渠工事等を上半期に引き続き実施しました。 

 

 

 

○予算の補正の状況 

令和６年 11 月定例会議において、給与費の増加により事業費用を 9,383 千円増額補正しました。ま

た、企業債の増加により資本的収入を5,300 千円、給与費の増加により資本的支出を 5,300 千円それぞ

れ増額補正しました。 

 

(2) 経理の状況 

(1) 事業の概要 



  

 - 29 -  

 

令和７年２月定例会議において、長期前受金戻入の増加等により事業収益を244,424 千円、減価償却

費の増加等により事業費用を 481,672 千円それぞれ増額補正しました。また、企業債の減少等により資

本的収入を2,081,690 千円、工事費の減少等により資本的支出を1,894,047 千円それぞれ減額補正し

ました。 

 

○令和６年度予算の執行状況 

令和６年４月１日から令和７年３月31 日までの予算の執行状況は、次のとおりです。 

 

●収益的収入および支出                                                  （単位 千円） 

科   目 当初予算額 
前年度からの繰越 

( 財 源 充 当 ) 額 
補正予算額 予算現額(A) 執行額(B) 

(B)/(A) 

％ 

琵琶湖流域下水 
道 事 業 収 益 

20,366,100 － 244,424        20,610,524 20,568,240 99.8 

 営 業 収 益 8,986,609 － △  176,108 8,810,501 8,738,358 99.2 
 営 業 外 収 益 11,379,491  － 420,532 11,800,023 11,829,882 100.3 
琵琶湖流域下水 
道 事 業 費 用 

21,316,300 － 491,055        21,807,355 21,407,945 98.2 

 営 業 費 用 20,771,493 － 505,051 21,276,544 20,883,780 98.2 
 営 業 外 費 用 544,807 － △    13,996 530,811 524,165 98.7 

 

●資本的収入および支出                                                 （単位 千円） 

科   目 当初予算額 
前年度からの繰越 

( 財 源 充 当 ) 額 
補正予算額 予算現額(A) 執行額(B) 

(B)/(A) 

％ 

資 本 的 収 入 15,315,900 5,675,347 △ 2,076,390 18,914,857 13,213,229 69.9 
 企 業 債 3,824,600 1,272,600 △  548,400 4,548,800 3,141,500 69.1 
 出 資 金 877,832 － △    93,891 783,941 783,859 100.0 
 補 助 金 7,988,255 4,402,747 △ 1,096,956 11,294,046 6,999,340 62.0 
 負 担 金 2,625,213 － △  338,103 2,287,110 2,287,285 100.0 

 
固 定 資 産 
売 却 代 金 

－ － － － 25  皆増 

 
そ の 他 資 
本 的 収 入 

－ － 960 960 1,220 127.1 

資 本 的 支 出 17,406,300 8,107,462 △ 1,888,747 23,625,015 14,409,099 61.0 
 建 設 改 良 費 13,519,958 8,107,462 △ 1,888,747 19,738,673 10,522,766 53.3 
 企業債償還金 3,886,342 － － 3,886,342 3,886,333 100.0 

     （注）1 補正予算額は、令和６年11 月定例会議および令和７年２月定例会議における補正予算額の合計

額です。 

2 資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、過年度分損益勘定留保資金等で補塡しま 

 した。 

 

○企業債の状況 

令和７年３月31 日現在の企業債の現在高は、43,453,08６千円です。 
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○決算の状況 

①損益収支 

事業収益は、物価高騰分に充当するための補助金収入の減少等により、対前年度比 3.0%減の

19,746,242 千円となりました。一方、事業費用は、運転費用の増加等により、対前年度比2.0%増の

20,689,683 千円となりました。この結果、純損失は943,441 千円となりました。 

 

●比較損益計算書                                   （単位  千円） 

科   目 令和６年度(A) 令和５年度(B) 
比 較 増 減 

(A)－(B) (A)/(B) ％ 

琵琶湖流域下水道事業収益 19,746,242 20,366,676 △  620,434 97.0 
 営 業 収 益 7,952,370 7,844,704 107,666 101.4 
 営 業 外 収 益 11,793,872 12,521,972 △  728,100 94.2 

琵琶湖流域下水道事業費用 20,689,683 20,287,663 402,020 102.0 
 営 業 費 用 20,087,736 19,627,166 460,570 102.3 
 営 業 外 費 用 601,947 660,497 △   58,550 91.1 
当 年度 純利 益(△ は損 失) △    943,441 79,013 △31,022,454 皆減 

 

②財務状況  

令和６年度末の総資産は 270,476,470 千円、負債は 248,866,911 千円となり、資本は

21,609,559 千円となりました。 

 

      ●比較貸借対照表                                         （単位  千円） 

資 産 の 部 負 債 お よ び 資 本 の 部 

科 目 令和６年度 令和５年度 比較増減 科 目 令和６年度 令和５年度 比較増減 

固定資産 256,031,909 257,356,201 △ 1,324,292 固定負債 40,794,521 41,411,355 △ 616,834 

流動資産 14,444,561 9,998,480 4,446,081 流動負債 15,236,731 10,205,299 5,031,432 

    繰延収益 192,835,659 193,968,887 △51,133,228 

    負債合計 248,866,911 245,585,541 3,281,370 

    資 本 金 5,305,689 4,521,830 783,859 

    剰 余 金 16,303,870 17,247,310 △  943,440 

    資本合計 21,609,559 21,769,140 △  159,581 

合 計 270,476,470 267,354,681 3,121,789 合 計 270,476,470 267,354,681 3,121,789 
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琵琶湖をはじめとする公共用水域の水質を保全し、県民の快適な住環境等を実現するため、本年度は4 処

理区あわせて15７,760 千㎥の汚水を処理する予定としています。 

また、管渠の整備工事や、各浄化センター等における設備の改築更新工事、耐震補強工事等を行うことと

しています。 

 

○令和７年度当初予算の概要 

 

   ●収益的収入および支出                            （単位 千円） 

款 項 金   額 

琵 琶 湖 流 域 下 水 道 事 業 収 益  20,431,600 
 営  業  収  益 9,119,786 
 営  業  外  収  益 11,311,814 

琵 琶 湖 流 域 下 水 道 事 業 費 用  21,651,100 
 営  業  費  用 21,131,461 
 営  業  外  費  用 519,639 

 

   ●資本的収入および支出                            （単位 千円） 

款 項 金   額 

資 本 的 収 入  16,970,000 

 企 業 債 3,950,100 

 出 資 金 851,874 

 補 助 金 9,245,403 

 負 担 金 2,922,123 

 そ の 他 資 本 的 収 入 500 

資 本 的 支 出  19,754,700 

 建  設  改  良  費 15,327,051 
 企 業 債 償 還 金 3,770,775 
 返 還 金 656,874 

   （注）資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、過年度分損益勘定留保資金等で補塡しま 

す。 

(3) 令和７年度の事業および予算の概要 


